
事故報告　発生状況詳細
※施設から報告された発生状況を一部加工して掲載しています。

※ウェブページ記載の番号と本詳細の番号が対応しています。

事案番号 発生状況

1 怪我をした児童が振り向いた際に自ら足を滑らせ、床に右前歯を打ち付けた。

2

入室時は普段通り。15:30頃友達といろいろなミッションをして遊んでいた。

タイヤを跳んだり、丸太を渡ったりしていた。どんぐり山からジャンプをした時に足をつく前に左腕をついてしまった。

痛みがあり、自分でクラブ室内に戻り指導員に伝えた。

3

普段と変わらず元気よく登室して遊んでいた。

集団下校中、お手洗いのために立ち寄った通学路途中にあるコンビニを出た後に、一緒に帰っていた他児童の元に安全確認をせず走って向かった際に、コンビ

ニに入ってきた車に驚いて転倒し左足を車にひかれた。

4 集団下校途中に正門を出て直ぐの所で友達に追い越される際に衝突し溝に足がはまりひねった。翌日、病院を受診し右足剥離骨折と診断された。

5
友達とサッカーボールの蹴り合いをしている際に、自分でバランスを崩し、後ろに転倒し、右手親指を負傷したため、怪我の状態を確認し、保育室内に戻り、

湿布を貼って治療する。その後、病院を受診し、右手親指の骨折で全治1ヵ月半と診断される。

6
3年生の男子と運動場で追いかけっこをしている際に態勢を崩し、足を捻る。怪我をした後も普段と変わらない様子であったため、怪我をしたことに直ぐに気

付かなかった。

7 怪我をした児童が振り向いた際に自ら足を滑らせ、床に右前歯を打ち付けた。

8
入室時は普段通り。

15:30頃　友達といろいろなミッションをして遊んでいた。タイヤを跳んだり、丸太を渡ったりしていた。

　　　　 ジャンプをした時に足をつく前に左腕をついてしまった。痛みがあり、自分でクラブ室内に戻り指導員に伝えた。

9

15：20　児童クラブに元気に登室

15：30　おやつ

15：40　体育館で鬼ごっこをしていて、上靴が脱げそうになりこけて右手を反対側についてしまった。

　　　　痛かったがそのまま鬼ごっこを続けやはり痛みがあるため指導員に伝える。

16：15　部屋に入り保冷材で冷やす。冷やしながら様子を見ていたが、痛みもあり腫れも出てきたため、保護者と病院に連絡し、受診。

10
普段と変わらず元気よく登室して遊んでいた。集団下校中、お手洗いのために立ち寄った通学路途中にあるコンビニを出た後に、一緒に帰っていた他児童のも

とに安全確認をせず走って向かった際に、コンビニに入ってきた車に驚いて転倒し左足を車にひかれた。

11

普段通り元気に登室していた。

14：30頃　外遊びに行き追いかけ合いっこを5名程でしていた。

15：00頃　一緒に遊んでいた他児童が急に目の前へ現れて驚いて転倒してしまい、左足首を挫いた。


